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付
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衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
北
朝
鮮
有
事
に
お
け
る
国
民
の
保
護
に
関
す
る
基
本
指
針
の
運
用
に
関
す
る
質
問
に
対

す
る
答
弁
書

一
、
二
及
び
四
か
ら
六
ま
で
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
避
難
施
設
」
に
つ
い
て
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
六
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
百
四
十
八
条
及
び
第
百
八
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
又
は
地
方
自

治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
の
長
（
以
下
「
都
道
府
県
知
事

等
」
と
い
う
。
）
が
、
政
令
で
定
め
る
基
準
を
満
た
す
施
設
を
、
当
該
施
設
の
管
理
者
の
同
意
を
得
て
指
定
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
平
成
十
六
年
政
令
第
二
百
七
十
五
号
。
以
下
「
国
民
保
護
法
施
行
令
」
と
い
う
。
）
第
三
十
五
条
に
お
い
て
、
「
公
園
、

広
場
そ
の
他
の
公
共
施
設
又
は
学
校
、
公
民
館
、
駐
車
場
、
地
下
街
そ
の
他
の
公
益
的
施
設
で
あ
る
こ
と
」
等
と
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
同
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
民
の
保
護
に
関
す
る
基
本
指
針
（
以
下
「
基
本
指
針
」
と
い
う
。
）

に
お
い
て
、
「
都
道
府
県
知
事
は
、
区
域
の
人
口
、
都
市
化
の
状
況
、
防
災
の
た
め
の
避
難
場
所
の
指
定
状
況
等
地
域
の
実

情
を
踏
ま
え
、
発
生
の
可
能
性
の
あ
る
事
態
を
念
頭
に
置
き
、
市
町
村
と
連
携
し
つ
つ
、
避
難
施
設
を
指
定
す
る
も
の
と
す

一



る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
現
在
、
全
国
で
九
万
二
千
五
百
七
十
六
の
施
設
が
避
難
施
設
と
し
て
指
定
さ
れ
て
お
り
、
東
京

都
に
お
い
て
も
、
同
日
現
在
、
三
千
四
百
二
十
一
の
施
設
が
指
定
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
の
数
や
内
訳
は
、

都
道
府
県
及
び
指
定
都
市
ご
と
に
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
異
な
っ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
避
難

施
設
が
適
切
に
指
定
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
と
も
、
都
道
府
県
知
事
等
に
対
し
、
必
要
な
助
言
等
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

三
に
つ
い
て

一
、
二
及
び
四
か
ら
六
ま
で
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
避
難
施
設
の
基
準
と
し
て
は
、
国
民
保
護
法
施
行
令
第

三
十
五
条
に
お
い
て
、
「
公
園
、
広
場
そ
の
他
の
公
共
施
設
又
は
学
校
、
公
民
館
、
駐
車
場
、
地
下
街
そ
の
他
の
公
益
的
施

設
で
あ
る
こ
と
」
等
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
基
本
指
針
に
お
い
て
は
、
避
難
施
設
の
指
定
に
つ
い
て
、
「
都
市
部
に
お
い

て
は
地
下
街
又
は
地
下
駅
舎
を
必
要
に
応
じ
て
指
定
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
避
難
施
設
は
、
都
道
府
県
知

事
等
が
、
当
該
施
設
の
管
理
者
の
同
意
を
得
て
指
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
地
下
駅
舎
の
指
定
に
つ
い
て
も
、
都
道
府
県
知
事

等
に
お
い
て
個
別
具
体
的
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
避
難
施
設
が
適
切
に
指
定
さ
れ
る

よ
う
、
今
後
と
も
、
都
道
府
県
知
事
等
に
対
し
、
必
要
な
助
言
等
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

二



七
に
つ
い
て

弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
着
弾
の
衝
撃
や
爆
風
に
よ
り
発
生
す
る
被
害
を
で
き
る
限
り
軽
減
す
る
観
点
か
ら
、
基
本
指
針
に
お
い

て
は
、
「
で
き
る
だ
け
近
傍
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
等
の
堅
ろ
う
な
施
設
や
建
築
物
の
地
階
、
地
下
街
、
地
下
駅
舎
等
の
地

下
施
設
に
避
難
さ
せ
る
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
に
係
る
お
尋
ね
の
「
抗
堪
性
」
の

程
度
に
つ
い
て
は
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
技
術
的
な
設
計
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

つ
い
て
は
定
め
て
い
な
い
が
、
一
般
論
と
し
て
、
耐
震
改
修
等
の
構
造
補
強
が
な
さ
れ
て
い
る
等
、
で
き
る
限
り
堅
ろ
う
な

施
設
を
避
難
施
設
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三


